平成２５年第２回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年６月11日午前10時00分、第２回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　原島　　肇君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　天野　成浩君　　総務課課長補佐　菊池　　良君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　原島　滋隆君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　守屋　吉彦君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成２５年第２回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]

平成25年６月11日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成25年６月11日～６月18日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　　８番　酒　井　正　利　議員
会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　　９番　須　崎　　　眞　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第52号
	奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	７
	議案第53号
	鶴の湯温泉運搬車購入契約について
	原案可決

	８
	議案第54号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その24請負契約について
	原案可決

	９
	議案第55号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その25請負契約について
	原案可決

	10
	議案第56号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その26請負契約について
	原案可決

	11
	議案第57号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その27請負契約について
	原案可決

	12
	議案第58号
	奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて
	原案可決

	13
	――
	東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について
	決　　定

	14
	――
	陳情書の受付について
	連合審査会
付託


　　（午前11時35分　散会）

午前10時00分　開会・開議
○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。
　これより平成25年第２回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

　日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

　本件につきましては、会議規則第122条の規定により、議長において指名します。
本定例会の会議録署名議員に、
　　８番　酒井　正利議員、
　　９番　須崎　　眞議員、
以上、２名を指名します。

　次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

　本件につきましては、去る６月４日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員委員長、前田悦男議員よりご報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕
○議会運営委員長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をいたします。

　平成25年第２回奥多摩町議会定例会の運営について、去る６月４日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日から６月18日までの８日間とすることに決定しました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定表をごらんください。

　まず11日、本日の本会議でありますが、上程された議案は全７件であります。

　次に、閉会中に１件の陳情書を受け付けましたので、本来であれば所管の常任委員会に付託するところですが、陳情の内容が両常任委員会に係るものであるため、本日の本会議終了後、連合審査会を開会し、その場で審議をお願いすることと決定しております。

　６月18日は、本会議２日目かつ最終日でありますが、一般質問及び陳情の採決を行います。一般質問の通告者は７名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるようにご協力をお願いいたします。

　次に、議案の取り扱いについて申し上げます。

　配付してあります提出案件及び上程別、採決別結果一覧表をごらんください。

　議案第52号及び議案第53号については、それぞれ単独上程の即決と決定しております。

　議案第54号から議案第57号までについては、下水道工事請負契約についての議案ですので、一括上程とし、採決についてはいずれも即決と決定しております。

　議案第58号については、単独上程の即決とし、採決については無記名投票と決定しております。

　次に、東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦についてでありますが、議会運営委員会としては、指名推選により候補者の推薦をしていただきたいと考えております。

　次に、陳情第１号の取り扱いについては、先ほど説明したとおりであります。

　以上が本定例会の会期と議案の取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会委員長の報告といたします。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から６月18日までの８日間とし、議案の上程別及び採決別についても、あわせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から６月18日までの８日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程につきましては、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりであります。

　次に、閉会中に西秋川衛生組合議会及び秋川流域斎場組合議会が開かれておりますので、その概要を、まず西秋川衛生組合議会議員、須崎　眞議員から報告を願います。須崎　眞議員。

〔９番　須崎　　眞君　登壇〕
○９番（須崎　　眞君）　おはようございます。それでは、平成25年第１回西秋川衛生組合議会臨時会の報告をいたします。

　去る３月22日、午後１時30分から、西秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長、前田・杉村議員、私須崎と宮田住民課長が出席しました。

　全議員出席のもと、日程第１、会議録署議員に９番、平野隆史議員と10番、大谷禮二郎議員の指名が行われ、日程第２、会期は本日１日限りと決定されました。

　次の日程第３、諸般の報告では、事務局長より議会招集の報告の後、管理者から体調不良により平成25年第１回議会定例会を欠席し、橋本副管理者が代行したことのほか、日の出町、奥多摩町は議会が終了し、あきる野市・檜原村議会は来週終了する挨拶と、本日臨時議会は特別交付金の補正予算の説明があるとの報告がありました。

　次の日程第４、議案第８号では、管理者から、歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ1,901万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ33億6,424万2,000円とする報告があり、その後、事務局長から事前に資料を配布していますので、概要を説明された熱回収施設費に係る事業費で、補助対象事業費は18億2,504万9,000円で、そのうち56.7％に当たる10億3,511万7,000円が組織市町村へ震災復興特別交付税として交付される交付額で、そのうち起債相当分が10億1,610万円、一般財源相当分1,901万7,000円となります。
　補正予算の地方債補正では、補正前、限度額13億2,950万円が、補正後では限度額３億1,340万円となり、歳入では震災復興特別交付税相当額負担金として10億3,511万7,000円計上し、各町村での負担金は、あきる野市が７億6,888万5,000円、日の出町が１億7,162万2,000円、檜原村が5,113万5,000円、奥多摩町が4,347万5,000円となり、歳出では西秋川衛生組合施設整備基金積立金として、組合事務費として1,901万7,000円追加し、４億5,120万3,000円とし、ごみ処理施設建設費10億1,610万円の地方債から、一般財源に財源組替を行う説明がありました。

　質疑では、２番、清水　晃議員から、組合債及び組合基金積立金についての質問がありました。

　採決の結果、全員挙手により、補正予算は可決いたしました。

　以上で、平成25年第１回西秋川衛生組合議会臨時会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　西秋川衛生組合議会の報告は終わりました。

　次に、秋川流域斎場組合議会議員、高橋邦男議員から報告を願います。高橋邦男議員。

〔３番　高橋　邦男君　登壇〕

○３番（高橋　邦男君）　おはようございます。平成25年第１回秋川流域斎場組合議会臨時議会の報告をいたします。

　去る５月31日、午前10時から、秋川流域斎場組合会議室において臨時議会が開かれました。町からは、議長、酒井議員と私高橋と宮田住民課長が出席しました。

　全議員出席のもと、日程第１、議席の指定では、12番、高橋と13番、酒井議員が指定されました。

　次に日程第２、会議録署議員の指名は、11番、坂本金三議員と、私12番、高橋が指名され、日程第３、会期の決定では、本日１日限りと全員により承認され、日程第４、諸般の報告では、橋本管理者から挨拶と議会開催のお礼、副議長の推薦及び奥多摩町から２名の議員が加入する報告と、檜原村議会の議会構成が変更したのでよろしくお願いするほか、スポーツ祭東京国体で日の出会場のアクセス道路の通行開始及び借地買収計画があり、平成25年度中に東京たま広域資源循環組合と契約する考えがあるとのことで、今後議会での審議をお願いすること、今後も安全・安心とサービスの向上を目指し、誠意を持って対応するとの挨拶がありました。

　次に、日程第５、秋川流域斎場組合議会副議長の選挙では、議会規則により議長が指名推選することとしており、10番、檜原村、丸山美子議員を指名したところ、議員全員の承認により承認されました。その後、丸山副議長から、秋川流域斎場組合の発展に努力するとの挨拶があり、次に日程第６、議案第５号の専決処分の報告及び承認を求めることについて、秋川流域斎場組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例では、管理者の説明の後、質疑及び討論もなく承認されました。

　次に、日程第７、議案第６号の専決処分の報告及び承認を求めることについて、秋川流域斎場組合斎場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例では、管理者の説明の後、質疑及び討論もなく承認されました。

　次に、日程第８、議案第７号の平成25年度秋川流域斎場組合市町村負担金の変更について、管理者から説明の後、質疑及び討論もなく可決されました。

　次に、日程第９、議案第８号の平成25年度秋川流域斎場組合会計補正予算（第１号）について、管理者から説明の後、質疑及び討論もなく可決されました。

　以上で、平成25年第１回秋川流域斎場組合議会臨時議会の報告を終わりにします。

　訂正をお願いします。先ほどの臨時議会の出席者なのですけれども、議長というふうに言ったと思うのですが、実際には、町からは町長、酒井議員と、私高橋と、宮田住民課長が出席しました。どうも失礼しました。
○議長（清水　典子君）　以上で、議会関係諸報告は終わりました。

　次に、本定例会の開会に当たり、河村町長より挨拶があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。
　本日、平成25年第２回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。

　町も新緑の濃い季節になり、多くのお客さんが訪れております。５月25日には、第５回目となる奥多摩町100縁商店街が開催され、参加店50店舗以上のご協力をいただき、主な会場となりました奥多摩駅、白丸駅、鳩ノ巣駅、古里駅周辺では、町民皆様を始め、来訪者の立ち寄りなど、多くの方々でにぎわい、今後この事業を通じてさらに観光産業等の地域の活性化が図られることを願っております。特にここ数年来でございますけれども、山に来るお客さんが非常に増えております。そういう点では、自然を生かした奥多摩の持つ特長を生かしながら、今後も観光産業の進展を図ってまいりたいと思っております。

　次に、今定例会に提案いたします議案等につきまして申し上げます。

　議案第52号「奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例」については、平成26年１月から、西秋川衛生組合へ一般廃棄物を搬入するため、排出方法及びごみ処理手数料について、月額制度から有料の指定収集袋制度へ移行することから、規定を整備するものでございます。
　この西秋川衛生組合の加入については、既にいろいろな部分でご報告を申し上げておりますけれども、私自身があきる野市の実際の現地に行き、留原地区、高尾地区にお願いした当時、奥多摩町としては一人当たりのごみの量が関係市町村より多いのではないかというご指摘をいただきました。以降、自治会連合会の皆様方にいろいろご協力を賜りまして、21の自治会で資源の回収を月に２回実施していただいております。そういう点では非常にその成果が出まして、前年に比べまして資源化率が50％以上向上しているという状況でございます。また、家庭のごみ等につきましても、今後はいろんな意味で減量化していただくようお願いしていきたいということでございます。さらには、このごみ手数料が月額からごみ収集袋に変わりますけれども、今まで皆様からいただいていた料金を値上げせずに、その範囲内で実行できるということで、後ほど詳しく住民課長から説明させていただきます。

　次に、議案第53号　鶴の湯温泉運搬車の購入契約について、及び議案第54号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その24請負契約について、から議案第57号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その27請負契約について、までの４議案の計５議案につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、その契約について議会の議決をいただくものであります。

　議案第58号　奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについては、平成25年６月19日をもって任期満了となる固定資産評価審査委員、清水村司氏の後任として、再び同氏を選任するため、議会の同意を求めるものであります。

　以上、条例の一部改正１件、契約案件５件、人事案件１件の計７件の議案を提出させていただいております。具体的な内容につきましては、副町長を始め所管の課長から説明させていただきますが、いずれの議案につきましても、今後の事務事業執行の上で必要不可欠なものでございますので、ご審議をいただきご決定を賜りますようお願い申し上げ、平成25年第２回奥多摩町議会定例会のご挨拶とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で町長の挨拶は終わりました。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第52号　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第52号　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例について、提案のご説明を申し上げます。

　理由としまして、西秋川衛生組合へ一般廃棄物を搬入するため、排出方法及びそのごみ処理手数料について規定を整備する必要があるためでございます。

　奥多摩町の全てのごみは、平成26年１月より西秋川衛生組合へ搬入し、処理する運びとなっております。そのため、西秋川衛生組合の規定もあり、奥多摩町も同調するため、現在の規定を変更し、整備する必要があるためでございます。

　それでは、条例改め文もございますが、別紙新旧対照表より、改正内容につきましてご説明いたします。下線部分が改正箇所となっております。

　新旧対照表の１ページをお開きください。
　目次中「第８章　産業廃棄物（第43条－第45条）」を「第８章　削除」に改め、「第32条」の次に次の１条を加える。「（家庭廃棄物及び事業系一般廃棄物の排出方法）第32条の２　占有者は、町が収集、運搬及び処理する家庭廃棄物、事業系一般廃棄物（粗大ごみ、有害ごみ、資源物、し尿及び動物の死体を除く。）を排出するときは、第47条第１項の指定収集袋を使用しなければならない。」。
　次の「第33条第１項」中、「収集に際して、次に掲げる」を、「収集に際して別に定める処理困難物又は次に掲げる」に改め、「第８章」を次のように改める。「第８章」を削除、「第43条」から「第45条」まで削除。これは西秋川衛生組合が産業廃棄物の受け入れをしないためです。

　２ページをお開きください。

　「第47条　町長は前条に規定する処理手数料（指定収集袋で排出するものに限る。以下この条において同じ。）をあらかじめ納付した者又は次条の規定により処理手数料の減免を受けた者に、指定収集袋を交付する。第２項、前項に定めるもののほか、指定収集袋の交付に関し、必要な事項は、規則で定める。」。
　別表を次のように改めますが、条例説明の後に詳細な説明をさせていただきますので、割愛させていただきます。
　次の３ページ下段になりますが、「附則」につきましては、「１　この条例は、公布の日から施行する。ただし、第32条の２の改正規定は、平成26年１月１日から施行する。」。「（経過措置）」につきましては記載のとおりでございます。
　詳細について、別に配付させていただいております廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例改正説明資料に基づいてご説明をさせていただきます。

　お手元の廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例改正説明資料について、ご説明いたします。

　ごみ処理手数料の改定について。

　現在のごみ手数料は、この12月まで、１世帯月額500円で、年間6,000円となりますが、12月までは4,500円を負担していただきます。また65歳以上の高齢者のみの世帯は、その半額の月額250円で、12月までは2,250円を負担させていただきます。

　今後のごみ処理手数料は、平成26年１月より、西秋川衛生組合へ搬入する計画でありまして、組合規定により、指定されたごみ袋で住民の方は排出していただきます。

　可燃ごみにつきましては、１組10枚入りの販売で、大袋45リットル、45リットルというのはこの大きさが45リットルの大きさになっております。この袋で670円、１枚では67円。中袋20リットルについては、この大きさが20リットルの大きさになっております。この袋で300円、１枚当たり30円。小袋につきましては10リットル相当ということで、この袋が10リットル相当の袋になります。この大きさの袋で150円、１枚当たり15円となります。

　不燃ごみ袋も１組10枚当たりの販売で、大袋、30リットル相当の、この大きさになりますけれども、450円、１枚当たり45円ということでの価格を設定しております。中袋と小袋につきましては、可燃ごみと同様でございます。

　袋の色につきましては、可燃ごみについては茶色系を予定をしております。このような茶色系が可燃ごみの色になります。不燃ごみにつきましては、このような水色の色を今のところ予定をしております。

　50％の再生材を使用して、環境にも優しく、単価も他市町村より若干安く購入できる計画を考えております。

　次の１カ月当たりの見込み額でございますけれども、平成24年４月１日現在の人口で、一般家庭から出ました平成23年度実績ごみ量を、１世帯あたり2.3人で計算しますと、可燃、不燃合わせて３キログラムの中袋が16枚必要となります。これが中袋、これが16枚１カ月に必要になる。これは可燃と不燃一緒になります。１枚当たり30円で月額480円、年間では5,760円という計算になります。現在の手数料と変わらない状況で、一人当たりの世帯では月額210円、年間では2,520円の負担で袋を購入していただくような計算となります。

　有料指定収集袋の減免または免除につきまして、65歳以上の高齢者世帯につきましては、成人に比較してごみの排出量が比較的少ないため、現行の料金とほぼ同額以下となる見込みであるため、これにつきましては廃止をさせていただきたいと考えております。生活保護世帯、火災あるいは災害等で罹災された家庭につきましては、町から指定収集ごみ袋を配付する計画でございます。
　次のページをお開きください。粗大ごみにつきましては、現在、可燃から粗大及び資源物を含めまして月額500円でございますが、平成26年１月からは、西秋川衛生組合の受け入れ規定によりまして、可燃ごみ及び不燃ごみの大袋に入らないもの、先ほどの一番大きいこの袋に入らないものが粗大ごみというようなことで規定をされております。入らないものは全て粗大ごみというような形になります。また、奥多摩町からあきる野市までの運搬費、それから収集及び処理する費用及び構成市町村が粗大ごみを有料として取り扱っているため、当町も構成市町村とほぼ同じ考え方で、指定袋に入らないものに対しまして、200円から最高1,400円の範囲で有料とさせていただく考えでおります。

　次に、有害ごみにつきましては、現在、可燃から有害と資源物を含め月額500円ですが、平成26年１月からは、無料にて収集をいたします。無料にて収集する袋につきましては、こういう、この袋が10枚入っている外袋になっております。この外袋を利用していただいて、これに電池あるいは廃乾電池、それから体温計だとか、そういうものをこれに入れて無料で収集しますので、出していただきたいというふうに考えております。

　次の多量の排出事業系につきましては、現在、各事業所、老人ホームやキャンプ場が直接奥多摩町のクリーンセンターに持ち込んでいただいておりますが、平成26年１月からは、収集委託により、各多量の事業所を回り、収集し、西秋川衛生組合へ運搬する計画でおります。価格につきましては、可燃ごみで１組10枚当たりの販売で、大袋45リットル相当は1,800円、１枚当たり180円。中袋30リットル相当では1,200円、１枚当たり120円を見込んでおります。また、現在の価格に対しまして、激変緩和としまして３カ年の経過措置を考えております。

　次のページになりますけれども、奥多摩町のごみ袋の発注及び消費計画表でございますが、左の①は奥多摩町民及び事業所、下の②は町内の小売店から指定の有料袋を購入していただきます。②の小売店につきましては、中央の④の奥多摩総合開発株式会社へ袋の発注と代金をお支払いするということで、奥多摩総合開発から⑤の製造会社に製造を発注し、⑤の製造会社から直接小売店あるいは奥多摩総合開発に袋が届くという考え方で対応するという考え方を持っております。

　このようなフローにおきまして、それぞれ契約を結びまして、製造枚数及び売り上げ等の報告も契約の中で実施するという考え方でおります。

　今後の計画につきましては、６月末までにごみ袋の製造委託及び一般家庭、事業所へ配布しますごみ排出に関する冊子、ほかの市町村で配布しております、青梅市やあきる野市、このような冊子を、中身を細かく見ていただくような形で、全部網羅するような形の冊子をつくる予定の委託をいたします。

　それから、粗大ごみの処理費に使用します１枚200円のシールの製造委託、それから平成26年１月からのごみのカレンダー、今年からカレンダーの種類が変わりまして、このようなカレンダーに今年から変えました。このカレンダーは、一昨年よりかは経費的には安くできておりますので、そのような形でカレンダーの製作委託、それから有料指定収集ごみ袋の販売をしていただきます町内50店舗程度の販売の小売店の募集、それから小売店がない地区につきましては、町内引き売り業者への販売の依頼を行いまして、８月末までに、この関係する資料が整う計画でおりますので、９月初旬から10月末ごろにかけまして、21自治会の全住民の方々へ住民課職員が説明をさせていただきまして、実施する上でスムーズにごみ処理が移行できるよう、ごみ処理の変更につきまして、詳しくご説明を行う予定でございます。また、事業所関係の説明会もあわせて予定をしております。

　以上で議案第52号のご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第52号の質疑を行います。
　６番　村木征一委員。
○６番（村木　征一君）　１点教えてほしいと思うんですけれども、今の説明で、袋の値段が大分高いような気がするのですけれども、これは特殊な袋なのかどうなのか教えていただきたいと思います。

○住民課長（宮田　昭治君）　６番　村木議員のご質問にお答えいたします。

　袋の値段につきましては、ほかの市町村と同額の設定をさせていただいております。内容につきましては、先ほどお話をさせていただきましたけれども、製造費としましては再生プラスチックを50％使用するということで、幾らか製造費は安くできるかと思いますが、１枚当たり１円とかそのくらいの、１円、２円の安さというふうな考え方になろうかと思います。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第52号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第52号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第52号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第52号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第53号　鶴の湯温泉運搬車の購入契約について、を議題といたします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、議案第53号　鶴の湯温泉運搬車の購入契約についてをご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第３条の規定により、予定価格が700万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、鶴の湯温泉運搬車購入でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、1,122万9,750円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町川井800番地１、朝日運輸整備工場、工場長、柴田勝則氏です。

　入札の調書につきましては、添付のとおりでございますので、ご参照をお願いいたします。

　なお、本購入契約につきましては、去る５月24日に入札を執行いたしまして、現在仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日６月12日が本契約となり、納期につきましては契約日から６カ月間を予定をしております。

　事業の概要につきましては、担当課長からご説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　それでは、ただいま上程の議案第53号　鶴の湯温泉運搬車の購入契約の概要についてご説明をさせていただきます。

　議案書の２枚目に仕様書を添付させていただきましたので、ご確認ください。仕様書に基づきましてご説明をさせていただきます。

　初めに、１、購入台数につきましては１台でございます。

　次に、２、納期につきましては、先ほど企画財政課長からご説明させていただきましたとおり、契約の日から６カ月以内と定めさせていただいております。

　次に、３、物品仕様についてでございますが、こちらにつきましては主要部のみご説明をさせていただきます。

　初めに車両車体につきましては、いすゞトラックＥＬＦ標準キャブの６速マニュアルミッション、２ＷＤ、３ｔ車、150馬力ターボで、ＡＢＳ及びＨＡＳ、これは坂道の際、後退しないように発進を補助する装置です。及び、ＳＲＳエアバックの装備を指定しております。

　次に、主要緒元でございますが、乗車定員は３名で、全長５メートル22センチ、全幅１メートル72.5センチ、全高２メートル18センチ、総排気量は2,999ｃｃ、ディーゼルエンジンとしております。

　次に、タンク関連設備でございますが、容量、2.9キロリットルのタンクローリーを架装いたしまして、タンク上部にマンホール１カ所を設置いたします。素材はタンク、配管ともにステンレス製で、外面に白色の塗装をしたものでございます。また配湯用の動力としまして、エンジン式ポンプを予備を含めまして２台装備いたしまして、流量計と30メートルホース１本、水道栓２カ所を設置いたします。

　仕様につきましては以上でございますが、この鶴の湯温泉運搬車につきましては、納入後、一般財団法人小河内振興財団に貸与し、鶴の湯温泉を町内各旅館等に配湯する予定でございます。

　以上で、議案第53号　鶴の湯温泉運搬車の購入契約の概要についてのご説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げます。以上です。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第53号の質疑を行います。質疑はありませんか。
　８番　酒井正利議員。

○８番（酒井　正利君）　鶴の湯温泉は湯量が豊富にあると聞いていますが、大いに活用していただきたいと思います。
　ただいま、温泉に利用に関しては町内の旅館ということで伺いましたけれども、もう少し詳しい考え方を伺いたいのと、それから温泉の料金はどうなっているのか、その辺もお聞きしたいと思います。

○観光産業課長（原島　滋隆君）　ただいま酒井議員から出ましたご質問について、回答させていただきたいと思います。
　まず配湯の考え方ですが、全町全域を対象に配湯をさせていただきたいと思います。詳しい内容については、今後、小河内振興財団と協議をしながら進めるということになると思いますが、利用しやすいようにさまざまな周知を行って、利用促進を図っていくようにしていきたいと思います。

　それから、湯量の関係ですけれども、ご質問のとおり、排出量につきましては、平成20年に測定した際、毎分450リットルということで、非常に多くのお湯が湧出しております。

　こちらの料金関係についてですが、奥多摩温泉との差ということで考えさせていただきますと、計算したところによると、今回配当していきます鶴の湯温泉につきましては、基本料金プラス従量料金というような形になっております。奥多摩温泉の現在の利用組合の方法につきましては、基本料金なしの各配湯料金プラス配送料ということで、運搬を委託している関係でこちらが入ってきます。その関係で、現在使っている、主に奥多摩温泉の利用組合の各旅館等の料金を計算しましたところ、基本料金がある関係で、お風呂の小さい場所につきましては今よりも少し高くなります。逆に多く使われているところは今よりも少し安くなるということで、そんな形になります。今後また、この辺につきましては、やっていく中で、もし支障等が出るようであればいろいろ財団と協議をさせていただきたいと思います。以上です。

○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第53号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第53号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第53号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第53号については原案のとおり可決されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時から再開といたします。

　なお、議員の皆さんには申しわけございませんが、10時55分に控室にお集まりいただきたいと思います。

午前10時49分　休憩

午前11時01分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第８　議案第54号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その24請負契約について、日程第９　議案第55号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その25請負契約について、日程第10　議案第56号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その26請負契約について、日程第11　議案第57号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その27請負契約について、以上４件を一括して議題とします。

　これより、提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、議案第54号から議案第57号までの４議案を一括してご説明をさせていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、いずれも予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　なお、４件ともに指名競争入札により３回の入札を行いましたが、いずれの案件も予定価格に達していなかったため、地方自治法施行令第167条の２第１項第８号の規定により、最低入札者と協議を行い、随意契約といたしました。

　初めに、議案第54号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その24でございます。

　契約の金額は、１億7,758万6,500円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町海澤608番地、大澤土建有限会社、代表取締役、大澤　一氏です。

　次に、議案第55号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その25でございます。

　契約の金額は、１億5,012万1,650円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町氷川1165番地、株式会社榎木工業、代表取締役、榎森厚志氏でございます。
　次に、議案第56号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その26でございます。

　契約の金額は、１億5,402万5,550円でございます。

　契約の相手方は、東京都青梅市東青梅五丁目10番地３、奥多摩建設工業株式会社、代表取締役、横倉　実氏です。

　次に、議案第57号についてご説明いたします。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その27でございます。

　契約の金額は、7,768万50円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波45番地、佐久間建設株式会社、代表取締役、佐久間一三氏です。

　それぞれ議案書の次に入札調書を添付してございますので、ご参照をいただきたいと存じます。

　なお、この４件の請負契約につきましては、去る５月31日に入札を執行いたしまして、現在仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日６月12日が本契約となり、工期につきましては、いずれも平成26年３月14日を予定しております。

　それぞれの工事の概要につきましては、担当課長よりご説明をさせていただきます。ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。
○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、ただいまの議案第54号から議案第57号の工事概要について、説明申し上げます。

　最初に、議案第54号の工事概要についてご説明申し上げます。

　工事件名は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その24でございます。

　工事場所、奥多摩町海沢804番地。工事の起点の地番となっております。

　工期、平成26年３月14日までです。

　工事概要につきましては、管渠工事延長3,209.79メートルでございます。詳細につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをごらんください。管渠位置図及び系統図でございます。
　海沢駐在所周辺の都道につきましては、昨年の工事で整備させていただきましたので、この工事では、この周辺の町道部と、綾瀬橋から昭和橋までの都道及び長畑地区全域が工事実施地区となります。ただし排水設備が低くなるところについては別途となります。色づけにつきましては、赤い線につきましては国庫補助対象の幹路線で、青い線につきましては町単独幹路線でございます。
　次のページをごらんください。汚水桝及び取付管布設図などの標準構造図でございます。

　次に、議案第55号の工事概要についてご説明申し上げます。

　工事件名は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その25でございます。

　工事場所は、奥多摩町氷川216番先ですが、工事の起点の地番となっております。

　工期につきましては、平成26年３月14日まででございます。

　工事概要につきましては、管渠工事延長2,507.18メートルでございます。詳細につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをごらんください。管渠位置図及び系統図でございます。

　栃久保地区の全域になります。都道日原鍾乳洞線及び北氷川橋添架を含みます。こちらの工事につきましても、排水設備が低くなるところについては別途工事となります。色づけにつきましては、赤い線につきましては国庫対象の路線で、青い線につきましては町単独幹路線でございます。
　次のページをごらんください。汚水桝及び取付管布設図でございます。

　次に、議案第56号の工事概要についてご説明申し上げます。

　工事件名は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その26でございます。

　工事場所につきましては、奥多摩町氷川1426番先ですが、工事の起点の地番となっております。

　工期につきましては、平成26年３月14日まででございます。

　工事概要につきましては、管渠工事延長2,337.52メートルでございます。詳細につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをごらんください。管渠位置図及び系統図でございます。

　南氷川地区の全域及び国道411号線と都道日原鍾乳洞線の一部になります。こちらの工事につきましても、排水設備が低くなるところについては別途工事となります。色づけにつきましては、赤い線が国庫補助対象、青い線が町単独でございます。

　次のページをごらんください。汚水桝及び取付管の布設図の標準構造図となっております。

　次に、議案第57号の工事概要についてご説明申し上げます。

　工事件名は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その27でございます。

　工事場所につきましては、奥多摩町大丹波137番先でございます。これにつきましても工事の起点側となってございます。

　工期につきましては、平成26年３月14日まででございます。

　工事概要につきましては、管渠工事延長1,479.96メートルでございます。詳細につきましては記載のとおりでございます。

　次のページをごらんください。管渠位置図及び系統図でございます。

　昨年度の続きになりますが、町道大丹波秩父線の日向バス停周辺から上日向バス停の周辺となってございます。もう１路線としまして、大丹波川対岸になりますが、都道北川橋手前左側に入る、町道南平真名井線起点部分から、その先の北上橋周辺までの間を予定しております。この路線につきましても、排水設備が低くなるところにつきましては別途工事となります。色づけにつきましては、赤い線が国庫補助対象路線、青い線の部分は町単独となります。

　次のページをごらんください。汚水桝及び取付管の布設図の標準構造図となってございます。

　以上で、議案第54号から議案第57号の工事概要についての説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第54号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第54号の質疑を終結します。

　次に、議案第55号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第55号の質疑を終結します。

　次に、議案第56号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第56号の質疑を終結します。

　次に、議案第57号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第57号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第54号から議案第57号までについて、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第54号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第54号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第55号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第55号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第56号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第56号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第57号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第57号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議案第58号　奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて、を議題とします。

　これより、提案理由の説明を求めます。総務課課長補佐。

〔総務課課長補佐　菊地　　良君　登壇〕

○総務課課長補佐（菊地　　良君）　議案第58号　奥多摩町固定資産評価審査委員会委員の選任の同意を求めることについて、提案のご説明を申し上げます。
　下記の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法（昭和25年法律第226号）第423条第３項の規定に基づきまして、議会のご同意を求めるものでございます。

　住所でございますが、東京都西多摩郡奥多摩町小丹波231番地。

　氏名、清水村司。

　生年月日、昭和19年５月31日生まれでございます。
　理由でございますけれども、固定資産評価審査委員会委員　清水村司氏が、平成25年６月19日をもって任期が満了となりますので、その後任といたしまして、同清水村司氏を固定資産評価審査委員会委員として選任しようとするものでございます。
　清水村司氏の略歴、職歴、公職歴及び賞罰につきましては、お手元の略歴書のとおりでございますので、ご参照をいただきたいと存じますとともに、委員としての経験も豊富で適任でありますので、引き続き専任いたしたく、議会のご同意をお願いするものであります。

　なお、清水村司氏からは、過日、ご内諾をいただいておりますことを申し添えさせていただきます。

　以上、ご審議をいただき、ご同意を賜りますようお願い申し上げまして、提案のご説明といたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第58号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第58号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第58号について、討論を省略し採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　なお、採決は無記名投票により行います。

　議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）
○議長（清水　典子君）　ただいまの出席議員は11名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に、

　　２番　宮野　亨議員、
　　３番　高橋邦男議員、
を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）
○議長（清水　典子君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　配付漏れなしと認めます。

　投票箱を点検します。

（投票箱点検）
○議長（清水　典子君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第12　議案第58号　清水村司君を奥多摩町固定資産評価審査委員会委員に選任することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票願います。

　それでは、１番　石田芳英議員から、順次投票をお願いします。

（投票）
○議長（清水　典子君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて、開票を行います。宮野　亨議員、高橋邦男議員に立ち会いをお願いいたします。

（開票）
○議長（清水　典子君）　それでは、投票の結果を報告します。
　投票総数11票、有効投票11票、有効投票中賛成票11票、反対票ゼロ。

　以上のとおり、賛成が多数であります。よって清水村司君を奥多摩町固定資産評価審査委員会委員に選任することについては、これを同意することに決定しました。

　議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）
○議長（清水　典子君）　次に、日程13　東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について、を議題とします。
　事務局長に説明させます。事務局長。

○事務局長（原島　　肇君）　日程第13　東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について、ご説明申し上げます。

　東京都後期高齢者医療広域連合では、議員の任期満了による選挙を平成25年３月１日に告示をいたしました。これに伴い、当町議会議員のうちから１名、議員の候補者として推薦すべく審議をお願いするもので、広域連合議会議員の選挙に関する規定により、候補者となるには所属する議会の推薦が必要となるためです。

　東京都後期高齢者医療広域連合議会の議員の定数は31人となっており、その規約に基づき、区の議会議員のうちから17名、市の議会議員のうちから12名、町村の議会議員のうちから２名が選挙にて選出されることとなっております。

　候補者となる資格は全議員が有していますが、東京都町村議会議長会では、選挙の円滑かつ迅速な執行を図るため、内規により正副会長が所属する議会からそれぞれ１名、候補者を推薦することとしております。当町議会の清水議長は、去る５月15日の東京都町村議会議長会臨時総会において、この５月16日から副会長に就任いたしましたので、当町議会から１名、広域連合議会議員候補者の推薦をお願いするものです。

　なお、広域連合議会議員の任期は平成25年７月２日から平成27年７月１日までとなっております。

　以上で説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。候補者推薦の方法については、地方自治法第118条第２項の規定を準用し、指名推選により行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、候補者推薦の方法については、指名推選により行うことに決定しました。

　どなたか指名をお願いしたいと思います。12番　前田悦男議員。

○12番（前田　悦男君）　清水議長を推薦したいと思います。以上です。

○議長（清水　典子君）　ただいま、私が指名されましたが、ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ほかに指名なしと認めます。よって、地方自治法第117条の規定により、私が除斥の対象となりますので、議長を副議長と交代し、退席させていただきます。

　それでは、９番　須崎副議長、議長役をよろしくお願いいたします。

(議長交代)
○副議長（須崎　　眞君）　お諮りします。ただいま指名のありました清水議長を、東京都後期高齢者医療広域連合会議員の選挙における候補者に推薦することにご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（須崎　　眞君）　ご異議なしと認めます。よって、清水議長を東京都後期高齢者医療広域連合会議員の選挙における候補者に推薦することに決定いたしました。
　それでは、ここで議長を交代いたします。

(議長交代)

○議長（清水　典子君）　議案審議に戻ります。

　日程第14　陳情書の受付について、を議題とします。

　請願・陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。
○事務局長（原島　　肇君）　それでは、陳情書を朗読させていただきます。
　議請願第１号。平成25年６月11日。奥多摩町議会議員殿。奥多摩町議会議長、清水典子。請願書、陳情書の受付について、議会に提出された陳情１件について、下記のとおり受け付けたので報告する。
　奥多摩町議会第２回定例会。請願・陳情文書表。番号、陳情第１号。受付年月日、平成25年５月21日。件名、日原地域の防災対策に関する陳情書。請願・陳情人、紹介議員の氏名。奥多摩町日原760番地、日原自治会会長、原島金廣。

　以上です。

○議長（清水　典子君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第１号については、会議規則第89条の規定により、所管の常任委員会に審査を付託するところですが、陳情の内容が両常任委員会にかかわるものであるため、連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第１号については、本日の会議終了後に開会・開議予定の連合審査会に審査を付託することに決定しました。

以上で本日の日程は全て終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は６月18日となっておりますが、明日６月12日から６月17日までの６日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって明日６月12日から６月17日の６日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は６月18日、午前10時より開議しますのでご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午前11時35分　散会
地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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